
共感・協働を大切に 新たな発想で
チャレンジ

人材育成と
職場づくり
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にぎわい
スポーツ文化局

　○目標達成に向けた施策
　民間コンテンツを含む様々な大規模イベント等を契機に、まちを楽しんでいただく仕掛けを戦略的に展開するこ
とで、回遊性を向上させ、滞在時間を延長させるとともに、宿泊促進を図ります。あわせて、観光・MICE、スポ
ーツ及び文化施策における、一つひとつの取組の魅力も高めることで、にぎわいによるまちの活力の創出につなげ
ます。
　７年度は、横浜市中期計画 2022 〜 2025 の最終年度であることも踏まえ、基本戦略「子育てしたいまち 次
世代を共に育むまち ヨコハマ」、そして「選ばれる都市」「住みたい・住み続けたい都市」の実現に向けて、４つの
柱を軸に、複雑化・多様化する社会課題や市民ニーズに対応するための５つの視点も重視しながら取組を推進し、
２年後に迫った GREEN × EXPO 2027 の機運醸成・誘客促進につなげていきます。 

○目標達成に向けた組織運営

　現場の声をしっかりと受け止めると
ともに、市民、民間事業者、NPO 等
の皆様との対話を重ねることで信頼関
係を築きます。 
　また、関係機関・区局統括本部と連
携し、分野の垣根を越え施策を推進す
ることで、横浜の魅力をさらに高め、
活力にあふれ、経済活動が活発で、人々
のウェルビーイングが実現できてい
る、人を惹きつけるまち・横浜を創り
ます。

　時代や社会の要請を踏まえた施策の
推進や持続可能な市政運営に向けた取
組を実践します。 
　そのために、 職員一人ひとりが「市
民目線」「スピード感」「全体最適」 の
視点を持ち、データに基づく施策の「創
造と転換」・「質の向上」に積極的に取
り組むなど、横浜が持つ多様な可能性
にチャレンジし続けられる土壌づくり
を進めます。 

　職員一人ひとりの能力・役割の発揮
を最大化し、チャレンジする職員の育
成に取り組みます。 
　また、業務や職位を超えた活発な議
論を通じて、風通しのよい職場を推
進することでイノベーションの創出に
つながる好循環を生み出すとともに、
ペーパーレス、デジタルツールの活用
など、業務の効率化を図ることで、働
きやすい職場づくりを推進します。 

にぎわいによるまちの活力の創出を通じた 
市内経済の活性化と市民・来街者のウェルビーイングの実現
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■フェスティバルによるにぎわい創出事業

　都心臨海部に集積する音楽施設や民間イベントと共
に、音楽を中心としたライブエンターテインメントのフ
ェスティバル『Live ！横浜』を開催します。
　『Live ！横浜』は、横浜を「音楽のまち」としてブラ
ンディングしていくため、民間と連携して創り上げるフ
ェスティバルであり、大規模音楽フェスを中心に、音楽、
ダンス、アニメコンテンツなど多彩なジャンルを取り込
みます。

〈第２回「Live ！横浜」〉
　会期：令和８年４月３日（金）から５日（日）まで
　会場：みなとみらい 21 地区を中心とした都心臨海部
　主催：横浜アーツフェスティバル実行委員会

観光・MICE の振興

■持続可能な観光・MICE 推進体制の構築と
観光・MICE 産業の活性化

　人流データの分析や、レポートの作成等を行うなど、
登録 DMO である（公財）横浜市観光協会のマーケティ
ング機能を強化します。
　また、DMO が観光・MICE のけん引役として、マー
ケティング分析を観光施策に生かすとともに、観光地域
づくりのワーキング等の開催を通じ、地域や観光事業者
など多様な関係者によるデータを活用した事業展開を支
援します。

■戦略的誘客プロモーション

　国内向けには、記念⽇等の⾮⽇常を楽しむことのでき
るコンテンツ開発に取り組むとともに、OTA（※）や
展⽰会等を活⽤したプロモーションを実施します。
　また、GREEN × EXPO 2027 を契機に実施する神奈
川・横浜デスティネーションキャンペーンに向け、地域
観光コンテンツの開発及びプロモーション素材の制作等
に取り組みます。さらに、GREEN × EXPO 2027 の機
運醸成と誘客を見据え、臨海部を花で彩る企画「花の港」
ブランディング事業を展開します。
　海外向けには、OTA を活用したデジタルプロモーシ
ョン等を行い、インバウンド誘客を図ります。また、ク
ルーズ旅客等の市内回遊を促進します。

（※）OTA（オンライン旅行代理店）
　　

■ MICE 誘致・開催支援　
　

　経済効果の高い中大型の国際会議やビジネスイベン
ト、政府系国際会議等の誘致に継続的に取り組むととも
に、MICE 参加者の行動実態を踏まえたアフターコンベ
ンションの充実により、その来訪を促し、回遊性の向上
を図ることで、市内経済の活性化に取り組みます。あわ
せて、セミナー開催等による、市内ＭＩＣＥ関連産業の
育成や、主催者ニーズの把握を進め、受入環境の整備に
も取り組みます。

⼤規模イベントを契機とした
回遊性向上・宿泊促進

■戦略的にぎわい創出事業

　都⼼臨海部の⽔際線の魅⼒やポテンシャルを最⼤限引
き出すなど、公共空間等を積極的に活⽤したにぎわいづ
くりに取り組むとともに、地元企業や商店街・団体等が
実施主体となる横浜の歴史と魅⼒を⽣かした⼤規模イベ
ントの開催を⽀援します。
　また、⾳楽アリーナの集積等を契機に、コンサート等
の多くの来街者が集まるイベントを活⽤した戦略的な回
遊性向上・宿泊促進に取り組み、更なるにぎわいの創出
や市内経済の活性化につなげます。
　さらに、急成⻑分野である e スポーツを活⽤し、⼤
規模イベント等の開催と地域コミュニティの活性化を⽀
援します。
　併せて、多くのコンサートやイベント等が開催される本
市の中核的な多⽬的施設である横浜アリーナの円滑な運営
を⽀援します。
●横浜アリーナ（株式会社横浜アリーナ）
　所在地：港北区新横浜三丁⽬ 10 番地
	 TEL 045-474-4000   FAX 045-474-4040
	 https://www.yokohama-arena.co.jp

⽂化、スポーツ等各種催し物が催されるイベント施設
１事  業： 各種催し物のためのイベント施設の賃貸、各
　　　　   種催し物の企画実施
２施設内容： アリーナ⾯積 8,000 ㎡ 最⼤収容⼈数 17,010 ⼈   
３設⽴年⽉： 昭和 61 年 11 ⽉

■創造的イルミネーション事業

　「THE YOKOHAMA ILLUMINATION」では、11 月
～２月に横浜都心臨海部各エリアのイルミネーション等
イベント情報の発信や、街の魅力をお楽しみいただくデ
ジタルスタンプラリーなどを実施し、横浜の冬の夜を街
⼀体で盛り上げ、回遊促進とにぎわい創出につなげてい
きます。
　「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ 2025〉」では、
港の⽔際線や歴史的建造物、ビル群などが連動し、光と
⾳楽でダイナミックに躍動する５分間のスペクタクルシ
ョー「ハイライト・オブ・ヨコハマ」を 30 分毎に実施
するほか、横浜港⼤さん橋国際客船ターミナルや⼭下公
園で期間中常時お楽しみいただけるプロジェクションマ
ッピングなどの光の演出を実施します。

〈「THE YOKOHAMA ILLUMINATION」概要〉
　会期：令和７年 11 ⽉から令和８年２⽉まで
　会場：横浜都⼼臨海部

〈「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ 2025〉」概要〉
　会期：令和７年 12 ⽉４⽇（木）から令和７年 12 ⽉ 

30 ⽇（火）まで
　会場：横浜都⼼臨海部
　主催：クリエイティブ・ライト・ヨコハマ実行委員会
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ンタルホテル約 600 室
３設立年月：	昭和 62 年 6 月

●横浜みなとみらい国際コンベンションセンター
　（通称：パシフィコ横浜ノース）
　所在地：西区みなとみらい 1-1-2

１事　　業：	貸館、国際・国内会議及びレセプショ
ン等の誘致企画

２施設内容：	多目的ホール約 6,300 ㎡
　　　　　　最大収容人数約 6,000 名
　　　　　　大中小会議室 42 室
３	運営事業者：パシフィコ横浜（株式会社横浜国際

平和会議場）
●みなとみらい公共駐車場
　所在地：西区みなとみらい 1-1-1

１施設内容：	最大収容台数 1,154 台（自動車）、44
台（自動二輪）

２運営事業者：パシフィコ横浜（株式会社横浜国際平
和会議場）

■ MICE 施設運営支援

　本市の中核的 MICE 施設であるパシフィコ横浜の円
滑な運営を支援します。
●パシフィコ横浜（株式会社横浜国際平和会議場）
　所在地：西区みなとみらい 1-1-1
	 TEL 045-221-2155   FAX 045-221-2136
	 https://www.pacifico.co.jp

　国際・国内会議及び文化・学術等各種催物、国内外
商品等の見本市、展示会が開催される MICE 複合施設

１事　　業：	国際・国内会議及び文化学術等各種催
物、国内外商品等の見本市、展示会の
企画、誘致及び開催

２施設内容：	国立大ホール約 5,000 席、会議センタ
ー大中小会議室約 50 室、展示ホール
20,000 ㎡、アネックスホール 1,350 ㎡、
ヨコハマグランドインターコンチネ

表1　スポーツ施設等一覧表（令和 6 年度実績）

名　　称 所在地 電話 利用人数
鶴　　　見 スポーツセンター　　 鶴見区元宮 2-5-1 045-584-5671 236,704
神　奈　川 スポーツセンター　　 神奈川区三ツ沢上町 11-18 045-314-2662 190,107

西 スポーツセンター　　 西区浅間町 4-340-1 045-312-5990 280,279
中 スポーツセンター　　 中区新山下 3-15-4 045-625-0300 210,153
南 スポーツセンター　　 南区大岡 1-14-1 045-743-6341 293,465

港 南 スポーツセンター　　 港南区日野 1-2-30 045-841-1188 262,827
保 土 ケ 谷 スポーツセンター　　 保土ケ谷区神戸町 129-2 045-336-4633 313,946

旭 スポーツセンター　　 旭区川島町 1983 045-371-6105 222,417
磯 子 スポーツセンター　　 磯子区杉田 5-32-25 045-771-8118 242,279
金 沢 スポーツセンター ※ 金沢区長浜 106-8 045-785-3000 20,738
港 北 スポーツセンター　　 港北区大豆戸町 518-1 045-544-2636 288,829

緑 スポーツセンター　　 緑区中山 1-29-7 045-932-0733 195,541
青 葉 スポーツセンター　　 青葉区市ケ尾町 31-4 045-974-4225 309,888
都 筑 スポーツセンター ※ 都筑区池辺町 2973-1 045-941-2997 23,893
戸 塚 スポーツセンター　　 戸塚区上倉田町 477 045-862-2181 310,442

栄 スポーツセンター　　 栄区桂町 279-29 045-894-9503 299,129
泉 スポーツセンター　　 泉区西が岡 3-11 045-813-7461 238,666

瀬 谷 スポーツセンター ※ 瀬谷区南台 2-4-65 045-302-3301 89,358
横 浜  B   U   N   T   A   I 中区不老町 2-7-1 045-663-8050 382,051
横 浜 武 道 館 中区翁町 2-9-10 045-226-2100 723,158
平 沼 記念体育館 神奈川区三ツ沢西町 3-1 045-311-6186 139,115
横 浜 国際プール 都筑区北山田 7-3-1 045-592-0453 603,873
本 牧 市民プール 中区本牧元町 46-1 045-306-9275 93.419  

旭 プール※ 旭区白根 2-33-1 045-953-5010 53,309
港 南 プール 港南区港南台 6-22-38 045-832-0801 95,526
保 土 ケ 谷 プール 保土ケ谷区狩場町 238-3 045-742-2003 81,237
都 筑 プール 都筑区葛が谷 2-2 045-941-8385 147,742
リネツ金沢 （金沢プール）※ 金沢区幸浦 2-7-1 045-789-2181 71,230
鶴 見 川 漕艇場 鶴見区元宮 2-6 045-582-8680 20,473
たきがしら 会　　　　　館 磯子区滝頭 3-1-68 045-752-4050 136,469

緑 テニスガーデン 緑区霧が丘 1-1 045-922-1301 47,084
根 岸 テニスガーデン 磯子区原町 14-1 045-761-1515 73,134
泉 中 央 テニスガーデン 泉区和泉町 4715 045-801-2661 39,080
神 奈 川 ス ケ ー ト リ ン ク

（ 横 浜 銀 行 ア イ ス ア リ ー ナ ） 神奈川区広台太田町 1-1 045-411-8008 231,101

※金沢・都筑・瀬谷スポーツセンター、旭・金沢プールは、令和６年度内に工事等により休館期間あり
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スポーツ環境の充実
　誰もががスポーツを楽しみ、喜びを感じながら、「する」

「みる」「ささえる」ことを真に実現できるよう、スポー
ツ施策を展開しています。

■スポーツ施設（スポーツ振興課）

　各区のスポーツセンターや、本牧市民プール、旭・港
南・保土ケ谷・都筑・金沢プール、横浜国際プール、横
浜武道館、横浜ＢＵＮＴＡＩ、たきがしら会館、平沼記
念体育館等を設置しています。
　各施設は、指定管理者等が管理運営しています。

■スポーツの機会（スポーツ振興課）

スポーツ情報の提供
　公益財団法人横浜市スポーツ協会では、スポーツ情報
サイト「ハマスポ」の運営を通じて、スポーツを「知る」
機会を提供しています。
市民参加型スポーツイベントの開催
　市民の身近なところで気軽にスポーツに親しむ機会を
作るため、市民スポーツ大会や横浜八景島トライアスロ
ンフェスティバルなどを開催、支援しています。

「横浜マラソン」の開催
　市民参加型フルマラソン「横浜マラソン」は、「する、
みる、ささえる」全ての人が楽しめる大会を目指し
て開催しています。
インクルーシブスポーツの推進
　誰もが共にスポーツに親しむ機会を創出するため、
18 区におけるインクルーシブスポーツの体験会・交
流会等を開催しています。
子ども・子育て世代のスポーツ活動支援
　子育て世代が気軽に安心してスポーツに取組める
よう、託児サービス付きスポーツイベントや親子で
共に楽しめるイベント等を開催しています。

■スポーツ観戦の機会（スポーツ振興課）

大規模スポーツイベントの開催
　世界トライアスロン横浜大会や全日本少年軟式野球大
会などを開催、支援しています。
トップスポーツチーム連携事業
　市内を本拠地とするトップスポーツチームと連携した事
業を行うことにより、次代を担う子どもたちに夢や目標を
与え、市民スポーツの振興、地域の活性化、にぎわい創出
を図ります。

■スポーツを支える担い手（スポーツ振興課）
公益財団法人横浜市スポーツ協会

所在地　中区尾上町６− 81
　　　　（ニッセイ横浜尾上町ビル内）
　　　　TEL　045-640-0011、FAX　045-640-0021

　横浜市のスポーツ振興を市と一体となって支える
団体である公益財団法人横浜市スポーツ協会等へ助
成しています。

スポーツ推進委員
　地域スポーツ活動の推進役を担うスポーツ推進委員の
研修会等を開催しています。（令和７年４月１日現在
2,515 人）
スポーツボランティア
　横浜市スポーツボランティアセンターを通じて、スポ
ーツボランティアの登録、スポーツイベントのボランテ
ィアの募集、研修等の人材育成を行っています。
横浜市スポーツボランティアセンター

所在地　中区尾上町６− 81
　　　　（ニッセイ横浜尾上町ビル内）
　　　　TEL　045-640-0012
　　　　　　　　E メールアドレス info@spo.yokohama-volunteer.jp

文化芸術創造都市施策の推進

■創造界隈形成事業

　歴史的建造物や公共空間等、都心臨海部の地域資源を
有効活用した創造界隈拠点の運営・管理を行い、アーテ
ィスト・クリエーターの集積や地域との連携を通して、
まちのにぎわいづくりを進めます。

〈創造界隈拠点〉
　BankPark YOKOHAMA（旧第一銀行横浜支店）、急
な坂スタジオ（旧老松会館）、象の鼻テラス、初黄・日
ノ出町地区、THE BAYS（旧関東財務局横浜財務事務
所）、Art Center NEW

■アーツコミッション事業

　アーティスト・クリエーター、NPO、市民の皆さん
など様々な創造の担い手をサポートする「アーツコミッ
ション・ヨコハマ」( 運営：公益財団法人横浜市芸術文
化振興財団 ) を開設しています。ワンストップ相談窓口
や助成制度、SNS・ウェブサイトによるプロモーション
のほか、アーティスト・クリエーターの活動を発信する

「関内外 OPEN ！」等、多様な人々の交流機会を創出す
るプラットフォームの運営を行っています。
　また、遊休不動産を創造的に活用することでまちの活
性化を進める芸術不動産事業について、募集した民間パ
ートナーと連携協定を締結し、取組を進めています。

■映像文化都市づくり事業

　本市が誘致した東京藝術大学大学院映像研究科等と連
携して、横浜から魅力ある映像文化を発信します。

〈東京藝術大学大学院映像研究科〉
・映画専攻　平成 17（2005）年 4 月開設
・メディア映像専攻　平成 18（2006）年 4 月開設
・アニメーション専攻　平成 20（2008）年 4 月開設

〈東京藝術大学による地域貢献事業〉
・各専攻による公開イベント
　令和７（2025）年５月～令和８（2026）年３月
・馬車道コンサート
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　令和７（2025）年 11 月
・各専攻による市民公開制作展
　令和７（2025）年５月～令和８（2026）年３月
・馬車道コンサート
　令和７（2025）年８月

■創造都市推進事業

・YPAM
　国内唯一かつアジアで最も影響力のある舞台芸術プ
ラットフォームである「横浜国際舞台芸術ミーティン
グ（YPAM）」を開催し、国内外への横浜発の舞台芸
術を発信します。

〈YPAM2025〉
　令和７（2025）年 11 月 28 日（金）から
　12 月 14 日（日）まで

・横濱 JAZZPROMENADE
　「まち全体をステージに」をコンセプトに、まちの
に ぎ わ い や 来 街 者 の 回 遊 性 を 創 出 す る「 横 濱
JAZZPROMENADE」の開催を支援します。

〈横濱 JAZZPROMENADE 2025〉
　令和７（2025）年 10 月 11 日（土）・12 日（日）

・創造都市ネットワーク日本
　創造都市の取組を推進する地方自治体等で構成する

「創造都市ネットワーク日本（CCNJ）」と連携して、
各種会議等を実施するなど、文化芸術創造都市・横浜
の発展と発信に取り組みます。
　また、国際展開催に携わる自治体等の交流ネットワ
ークである「現代芸術の国際展部会」を事務局として
運営し、令和７年度は「現代芸術の国際展部会担当者
ミーティング in 高松市」を開催します。

〈現代芸術の国際展部会担当者ミーティングin 高松市〉
　令和７（2025）年 10 月 16 日（木）・17 日（金）

■横浜トリエンナーレ事業

　３年に一度行われる、現代アートの国際展「横浜トリ
エンナーレ」を通じ、文化芸術創造都市の推進を図る横
浜市の取組を国内外にアピールします。

〈第８回展開催実績〉
　会期：令和6（2024）年3月15日（金）から6月9日（日）まで
　会場：横浜美術館、旧第一銀行横浜支店、BankART 	

KAIKO、クイーンズスクエア横浜、元町・中華
街駅連絡通路

　アーティスティック・ディレクター：リウ・ディン
（劉鼎）、キャロル・インホワ・ルー（盧迎華）

　主催：横浜市、公益財団法人横浜市芸術文化振興財団、
ＮＨＫ、朝日新聞社、横浜トリエンナーレ組織
委員会

　総来場者数：約58万人

■日中韓都市間文化交流事業

　平成 26（2014）年の日本における東アジア文化都市事 
業の初代開催都市として、中国泉州市、韓国光州広域市 
と文化芸術による交流を通じて培った協力関係を一過性 

のものにすることなく、今後も交流を継続していきます。 
　令和 6 年度実績
　横浜市では、泉州市および光州広域市から芸術団を招
へいし、「ZOU-NO-HANA FUTURESCAPE PROJECT」
において公演を実施することで、文化芸術を通じた国際
交流を行いました。その他、光州広域市の「第９回西倉
ススキフェスティバル」の開催に合わせて、横浜にゆか
りのあるアーティストを派遣しました。

■クラシック・ヨコハマ推進事業

　国内最高峰の学生音楽コンクールである全日本学生音
楽コンクール全国大会を中心に、コンクールに出場した
国内屈指の若手演奏家に演奏機会を提供するとともに、
市民の皆様に身近な場所でクラシック音楽を楽しんでい
ただく音楽イベントを実施します。
　実施期間：令和７（2025）年11月3日～令和８（2026）

年１月25 日

■地域文化サポート事業（ヨコハマアートサイト）

　文化芸術の持つ創造性を生かして、地域コミュニティの
活性化に寄与するため、市内で実施される地域課題にアプ
ローチする文化芸術活動を広く公募し、支援します。
　令和 7 年度　29 事業を採択

■芸術文化教育プログラム推進事業

　次世代を担う子どもたちの表現力やコミュニケーショ
ン力等を育成するため、学校において、アーティストに
よる芸術文化の体験ができる教育プログラムを、ＮＰＯ、
文化施設等とのネットワークにより実施します。

令和６年度　市内小学校、中学校、義務教育学校、
　　　　　　特別支援学校　130 校で実施

■子どもの文化体験推進事業（みちくさアー
ト）

　より多くの子どもたちが身近な場所における文化体験
を通じて、表現力やコミュニケーション力を育めるよう、
地域の子どもたちが集まる放課後キッズクラブで音楽や
美術などのプログラムを実施します。

令和６年度　42 ヵ所で実施

■横浜市文化基金の積立

　文化基金は、美術品等の収集、文化施設の建設を目的
に昭和 56 年４月に設置されました。基金は、市費によ
る積立と、市民の皆さん、企業等からの寄附で成り立っ
ています。
文化基金積立状況（令和 6年度末）
　累計　9,528,2834 千円
　文化基金で購入した美術作品　5,379 点
※市民の皆さん等から寄贈された美術作品　10,088 点
　文化基金で購入した美術作品と市民の皆さん等から寄贈
された美術作品は、横浜美術館でコレクション展示として
一般に公開します。
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■公益財団法人横浜市芸術文化振興財団

　事務局　中区山下町 2　 産業貿易センタービル 1 階 
	 TEL：045-221-0212　FAX：045-221-0216
	 https://p.yafjp.org/
　芸術文化事業や文化情報の発信など、次のような事業
を行っています。
（1）	芸術文化の創造及び発信
（2）	芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供
（3）	芸術文化振興のための助成
（4）	芸術文化活動拠点の開発及び運営
（5）	芸術文化資源の収集、保存及び活用
（6）	芸術文化に関する情報の収集及び提供
（7）	芸術文化振興に関する調査研究及び政策提言
（8）	芸術文化振興のための国内外との交流
（9）	その他芸術文化振興を推進するための事業

■横浜未来の文化ビジョン（仮称）の策定

　本市を取り巻く環境の変化を踏まえ、市民の皆さまが、
文化的豊かさを実感していただくことを目的とした、概
ね 10 年後の横浜の文化の将来像である「横浜未来の文
化ビジョン（仮称）」を新たに策定します。

■文化施設運営

　各指定管理者等による文化施設運営を通じて、各種の
文化事業を実施します。なお、区民文化センターは区が
所管しています。

横浜美術館
所在地　西区みなとみらい３−４−１
　　　　TEL：045-221-0300　Fax：045-221-0317
　　　　https://yokohama.art.museum/

　美術を「観
み

る」「創
つく

る」「学ぶ」の３つの機能をあわせ持
つ総合美術館
１　事　　業　企画展・コレクション展の開催、美術図書室、

子どものアトリエ・市民のアトリエの運営等
２　施設内容　グランドギャラリー、展示室、子どものアトリエ、

市民のアトリエ、レクチャーホール（240 席）
等

３　開館年月　平成元年 11月
４　指定管理者　（公財）横浜市芸術文化振興財団

横浜みなとみらいホール
所在地　西区みなとみらい２−３−６
　　　　TEL：045-682-2020　Fax：045-682-2023
　　　　https://yokohama-minatomiraihall.jp

　理想的な音響、美しい音色のパイプオルガンなどを備
えた国内有数のコンサートホール
１　事　　業　音楽公演等
２　施設内容　大ホール（2,020 席・他車椅子用スペース 14

席）、小ホール（440席）、リハーサル室、練習室、
レセプションルーム

３　開館年月　平成 10年 2月（小ホール）、5月（大ホール）
４　指定管理者　（公財）横浜市芸術文化振興財団

横浜能楽堂
所在地　西区紅葉ケ丘 27−２（掃部山公園内）
　　　　TEL：045-263-3055　Fax：045-263-3031
　　　　https://yokohama-nohgakudou.org/

　県内初の本格的な能楽堂（染井能舞台を復原した本舞
台は横浜市指定有形文化財）
１　事　　業　能、狂言その他古典芸能の公演等
２　施設内容　本舞台・見所（486席・車椅子スペース 5席含

む）、第二舞台、研修室、展示コーナー等
３　開館年月　平成８年６月
４　指定管理者　（公財）横浜市芸術文化振興財団
５　備　　考　令和 6年 1月から令和 8年 6月まで大規模改

修のため休館

横浜市芸能センター（横浜にぎわい座）
所在地　中区野毛町 3− 110 − 1
　　　　TEL：045-231-2525　Fax：045-231-4545
　　　　https://nigiwaiza.yafjp.org/

　落語、漫才、大道芸など大衆芸能の専門館
１　事　　業	 大衆芸能の公演
２　施設内容	 芸能ホール（391席・車椅子対応可）、小ホール（最

大141席・可動席）、練習室、制作室、情報コー
ナー等

３　開館年月	 平成 14年４月
４　指定管理者	 （公財）横浜市芸術文化振興財団

横浜赤レンガ倉庫１号館
所在地　中区新港１−１−１
　　　　TEL：045-211-1515　Fax：045-211-1519
　　　　https://akarenga.yafjp.org/

　歴史的建造物を活用した自由で創造的な空間
１　事　　業　舞台芸術公演、アート作品展示等
２　施設内容　ホール（約 150 〜 350 席・可動席）、多目的ス

ペース（3室）等
３　開館年月　平成 14年４月
４　管理運営　（公財）横浜市芸術文化振興財団

横浜市民ギャラリー
所在地　西区宮崎町 26− 1
　　　　TEL：045-315-2828　Fax：045-315-3033
　　　　https://ycag.yafjp.org/

　市民の皆さんに美術作品の創作・発表の場と鑑賞の機
会を提供し、美術の奨励を図るための施設
１　事　　業　貸館、企画展、講座等
２　施設内容	 展示室／アトリエ等
３　開館年月　平成 26年 10月に現在地に移転
４　指定管理者　（公財）横浜市芸術文化振興財団／西田装美株式

会社共同事業体

横浜市民ギャラリーあざみ野
所在地　青葉区あざみ野南１− 17−３
　　　　TEL：045-910-5656　Fax：045-910-5674 
　　　　https://artazamino.jp/

　市民の皆さんに美術作品の創作・発表の場と鑑賞の機
会を提供し、美術の奨励を図るための施設
１　事　　業　貸館、企画展、講座等
２　施設内容　展示室／アトリエ等
３　開館年月　平成 17年 10月
４　指定管理者　（公財）横浜市芸術文化振興財団
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横浜市市民文化会館 関内ホール
所在地　中区住吉町４− 42−１
　　　　TEL：045-662-1221　Fax：045-662-2050
　　　　https://www.kannaihall.jp/

　芸術文化の振興や市民の皆さんの文化の向上等を目的
とした文化施設
１　事　　業	 音楽公演、舞台芸術公演、古典芸能公演
２　施設内容	 大ホール（1，038 席・車椅子 12 席対応可）、

小ホール（264席）、リハーサル室等
３　開館年月	 昭和 61年９月
４　指定管理者	 かんないアート＆メディアパートナーズ

横浜市吉野町市民プラザ
所在地　南区吉野町５− 26
　　　　TEL：045-243-9261　Fax：045-243-9263
　　　　https://www.yoshinoplaza.jp/

　市民の皆さんの文化活動と交流を図るための文化施設
１　事　　業　音楽公演、舞台芸術公演、古典芸能公演、美術展等
２　施設内容　ホール（200席・可動席・車椅子席 4席含む）、

ギャラリー、スタジオ等
３　開館年月　平成元年７月
４　指定管理者　吉野町・岩間アート＆メディアパートナーズ

横浜市岩間市民プラザ
所在地　保土ケ谷区岩間町１−７− 15
　　　　TEL：045-337-0011　Fax：045-337-2500
　　　　https://www.iwamaplaza.jp/

　市民の皆さんの文化活動と交流を図るための文化施設
１　事　　業　音楽公演、舞台芸術公演、古典芸能公演、映像

芸術公演等
２　施設内容　ホール（181 席・可動席・親子席 4席含む）、

リハーサル室、スタジオ、ギャラリー等
３　開館年月　平成 3年７月
４　指定管理者　吉野町・岩間アート＆メディアパートナーズ

横浜市大倉山記念館
所在地　港北区大倉山２− 10−１（大倉山公園内）
　　　　TEL：045-544-1881　Fax：045-544-1084
　　　　https://o-kurayama.com/

　深い緑に包まれた格調ある雰囲気をもった文化施設 
  （旧大倉精神文化研究所本館、横浜市指定有形文化財）
１　事　　業	 音楽公演、講座、貸館等
２　施設内容　ホール（80席・可動席）、ギャラリー、集会室
３　開館年月　昭和 59年 10月
４　指定管理者　日比谷花壇・西田装美共同事業体

横浜市長浜ホール
所在地　金沢区長浜 114−４（長浜野口記念公園内）
　　　　TEL：045-782-7371　Fax：045-782-7389
　　　　https://nagahama-hall.com/

　横浜検疫所長浜措置場のシンボル、旧事務棟を外観復
元し、音楽ホールや野口英世博士ゆかりの旧細菌検査室
を備えた文化施設
１　事　　業	 音楽公演、貸館等
２　施設内容	 ホール（104 席・可動席）、多目的ルーム、音

楽練習室、会議室、旧細菌検査室（別館）
３　開館年月	 平成９年５月
４　指定管理者	 横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立共同事業体

久良岐能舞台
所在地　磯子区岡村８− 21−７（久良岐公園内）
　　　　TEL：045-761-3854　Fax：045-754-4050
　　　　https://kuraki-noh.jp/

　閑静な日本庭園内に佇む、市民の皆さんに開かれた能
舞台
１　事　　業　古典芸能公演、ワークショップ、貸室の運営（謡

曲等）
２　施設内容　能舞台・見所（52畳）、和室、茶室
３　開館年月　昭和 62年 10月
４　指定管理者	 （株）シグマコミュニケーションズ

横浜市陶芸センター
所在地　中区本牧三之谷 59− 3（本牧市民公園内）
　　　　TEL：045-623-8904　Fax：045-625-9087
　　　　https://www.yokohamasitougeicenter.com/ 

　自然豊かな公園内に設置された陶芸活動の場
１　事　　業　陶芸教室の開催と貸室の運営
２　施設内容　貸室、窯場、作陶室等
３　開館年月　平成５年８月体験学習施設として開館
４　指定管理者　シンリュウ（株）

横浜市大佛次郎記念館
所在地　中区山手町 113（港の見える丘公園内）
　　　　TEL：045-622-5002　Fax：045-622-5071
　　　　https://osaragijiro-museum.jp

　横浜ゆかりの文豪大佛次郎の文筆活動の業績と生涯を
紹介する施設
１　事　　業　企画展、講座、貸室（和室、会議室）の運営等
２　施設内容　展示室、和室、会議室等
３　開館年月　昭和 53年５月
４　指定管理者　（公財）横浜市芸術文化振興財団

ST スポット
　所在地　西区北幸 1− 11− 15　横浜 STビル地下１階
　　　　　TEL：045-325-0411　Fax　045-325-0414
　　　　　https://stspot.jp/

　演劇、ダンスのジャンルを中心に、若手アーティスト
の創造活動の支援を中心とした活動を行っている小劇場
１　事　　業　演劇、ダンスを中心とした芸術文化活動全般
２　施設内容　平土間型ホール 56m2（収容人数：40〜 60席）、

操作室、楽屋、ロビー
３　開館年月　昭和 62年 11月
４　管理運営　認定特定非営利活動法人STスポット横浜

■文化施設整備事業

　市民の皆さんが身近に文化芸術に接し、個性豊かな文化芸
術活動を活発に行うことができる環境整備のため、身近な拠
点となる区民文化センターを、各区の地域特性等に応じて整
備します。（表 2　区民文化センター　一覧表参照）
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表2　区民文化センター 一覧表（令和 7（2025）年 8 月 1 日現在）
名　　　　　称 所　　在　　地 電　　　話 主なホールの席数

鶴 見 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ サ ル ビ ア ホ ー ル ）

鶴見区鶴見中央 1−31 −2
シークレイン内 045 − 511 − 5711 546 席

神 奈 川 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ か な っ く ホ ー ル ） 神奈川区東神奈川 1−10 −1 045 − 440 − 1211 300 席

港 南 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ ひ ま わ り の 郷 ）

港南区上大岡西 1−6−1
ゆめおおおか中央棟４階 045 − 848 − 0800 381 席

旭 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ サ ン ハ ー ト ）

旭区二俣川 1−3
ジョイナステラス３ 045 − 364 − 3810 300 席

磯 子 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ 杉 田 劇 場 ）

磯子区杉田 1−1−1
らびすた新杉田４階 045 − 771 − 1212 310 席

港 北 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ ミ ズ キ ー ホ ー ル ）

港北区綱島東 1-9-10  
新綱島スクエア４・５階 045 − 533 − 2360 401 席

緑 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ み ど り ア ー ト パ ー ク ） 緑区長津田 2 −1 −3 045 − 986 − 2441 334 席

青 葉 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ フ ィ リ ア ホ ー ル ）

青葉区青葉台 2−1−1
青葉台東急スクエア　South−1 本館５階 045 − 985 − 8555 500 席

都 筑 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ ボ ッ シ ュ ホ ー ル ） 都筑区中川中央 1−9−33 045 − 530 − 5084 305 席

戸 塚 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ さ く ら プ ラ ザ ）

戸塚区戸塚町 16 −17
戸塚区総合庁舎内 045 − 866 − 2501 451 席

栄 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ リ リ ス ） 栄区小菅ケ谷 1−2−1 045 − 896 − 2000 300 席

泉 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ テ ア ト ル フ ォ ン テ ）

泉区和泉中央南 5 −4 −13
相鉄ライフいずみ中央３階 045 − 805 − 4000 386 席

瀬 谷 区 民 文 化 セ ン タ ー
（ あ じ さ い プ ラ ザ ）

瀬谷区瀬谷４- ４-10  
ライブゲート瀬谷３・４階 045 − 301 − 3500 148 席


